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一
酢 酸 臭 気 の 除 去

一

　　　　　　 （鹿 鵬 建 設 ・技 研 1森 本 畠 義 ・東 郷 芳 孝 。
O

上 野 嘉 之

　 L 　 日 的 　 我 が 國 で は 現 在 ．養 鶏 、養 豚 業 の 集約 化 、大 規 模 化 が 進 む に つ れ 、畜 舎 の 悪

臭 が 周 辺 に も れ 、新 た な 公 害 の ひ と つ と し て 問 題 に な っ て い る 。生 物 脱 臭 法 は 、
．
微 並物 の

代 謝 機 能 を 利 用 し て 悪 臭 成 分 を 分 解 、除 去 す る 脱 臭 法 と し て 知 ら れ て い る が 、特 に 最 近 、
注 1・［さ れ る よ う に な っ た 。 し か し 、そ の 反 応 機 構 は 、あ ま り 明 ら か に さ れ て い な い 。

　本 研 究 で は 、繊 維 質 泥 炭 を 使 用 し て 、畜 舎 の 悪 臭 を 除 去 す る モ デ ル ケ
ー

ス と し て 帯 舎 臭

気 の 代 表 的 成 分 で あ る 酢 酸 臭 気 の 脱 臭 機 構 を 明 ら か に す る こ と を試 み た 。

　 2．　方 法 　 ア ク リ ル 製 カ ラ ム （60   φ xSSOmrrD に ソ 連 産 繊 維 質 泥 炭 と バ ー ミ キ ュ ラ イ ト

ig・kil　trc（．50 ・ 50 剛 ・ ） ず つ 混 合 し ・充 嗔 し た ・上 部よ り．70ppm の 酉セ酸 臭気 を 含 む 空 気 を

10 。 4／ h の 流 量 で 送 り 込 み 、約 3 か 月 間 、連 続 運 転 を 行 な っ た
。
．酢 酸 濃 度

．
は 、経 日 的 に 検

知 管 で 測 定 し た 。 C の 際 ．繊 維 質 泥 炭 の 乾 燥 を 防 ぐ た め 、毎 日 、上 部 よ り 蒸 発 相 当 分 の 水

を 噴 霧 し 、保 水 率 を
一一

定 に 保 っ た 。

　 3．　結 果 　〔1）　 a ． 滅 菌 （オ ー ト ク レ ー プ ・ 121 ℃ 。 1 気 圧 ） し た 繊 維 質 泥 炭 。
b．　活

性 汚 泥 を 含 浸 し た 繊 維 質 泥 炭一一 c ．　豚 舎 周 辺 土 壌 に 工 か 月 間 、埋 蔵 し 馴 養 さ せ た 繊 維 質 泥

炭 の 3 種 類 を 使 用 し て 比 較 実 験 し た 結 果 、 a は 約 70 日 間 、　 b は 90 日 間 で 脱 臭 効 果 は な

く な り 、 c は 100 日 聞 後 に お・い て も 安 定 し た 脱 臭 効 果 を 発 揮 し た e ｛2｝　繊 維 質 泥．炭 中 の

水 分 量 と 酢 酸 の 溶 解 量 と の 相 関 関 係 、及 び 、 ブ ラ ン ク （酢 酸 臭 気 を 含 ま な い ．空 気 を 流 し た ）

と 1七 較 し て カ ラ ム 前 後 の CO ・ 濃 度 の 変 化 か ら 、酢 酸 臭 気 は 、第
一

段 階 と し て 水 中 に 可 溶 化

し 、第 2 段 階 と し て 、微 盈 物 に よ っ て CO2 に ま で 酸 化 さ れ て い る も の と 考 え ら れ た 。
　　　　 Deodorizing　behaviors　by　biofiiter　（part 　1 ）　

− Removal 　acetic 　ac 量d　like　odour 　−

　　　　 Masayoshi　Morimoto ．Yoshitaka　Togo　 and 　Yoshiyuki　Ueno　　　　　　　　
．
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水 耕 栽 培 型 水 処 理 装 置 の 浄 化 機 能 と 食 糧 生 魔 に 関 す る 研 究 ｛ 1 ）

　 　 　
一ク レ ソ ン 栽 培 の パ イ ロ ；1 ト プ ラ ン ト 成 績 一

〔阪 大 ・工 ・環 境 IO 金 　 柱 洪 、橋 本 　 奨 ．古 川 　 憲 治

聖 ｝ 日 的 ： 　 我 々 の 研 究 室 で は ．下 水 二 次 処 理 水 の 最 終 仕 一ヒ げ 処 理 に 、又 、農 山 柑 地 域 の

汚 水 処 理 に も 応 堋 可 能 な 省 エ ネ ル ギ ー汚 水 処 理 法 と し て 食 縄 生 産 を 粮 ね た 新 し い 汚 水 処 理

装 置 の 『 水 耕 栽 培 型 水 処 理 装 置 』 を 開 発 し 、種 々 の 実 用 的 検 討 を 加 え て い る 。今 回 は 、冬

期 で も 禎 極 的 に N ． P 等 の 栄 養 塩 類 を 除 表 す る た め 、水 耕 栽 培 型 水 処 理 装 置 の 開 水 路 部 に

テ ィ ラ ビ ア の 越 冬 用 施 設 を 設 置 し て テ ィ ラ ピ ア の 越 冬 を 試 み る と と も に ．続 く 多 段 構 部 に

は サ ン ゴ 化 石 を 充 填 し て 耐 寒 性 に 強 い ク レ ソ ン を 栽 培 し 、流 入 負 荷 虱 を 変 化 さ せ て 、冬 期

で の 本 処 咫 装 蹶 の 浄 化 機 能 と 食 糧 生 産 能 を 検 討 し た 。

21 方 法 ； 　 実 験 に fl］ い た 水 耕 栽 培 型 水 処 理 装 置 は 4 段 の ア ク リ ル 製 水 路 〔有 効 容 靱 　L 　2

  ｝ と 調 整 槽 　｛0．13   ｝ か ら な る 闘 水 路 部 と 12 髑 の 水 生 野 菜 栽 培 槽 ｛1槽 の 栽 培 面 稜 0．18

  ｝ を 6 槽 ず つ 並 列 に 設 置 し た 多 段 槽 部 か ら な る 。開 水 路 部 に は 汚 水 CBODra 度 20 〜 7Ω

mg ／ e ） を 流 駁 　1   ／ 日 で 連 続 的 に 流 入 さ せ ．流 蝋 43 ．2
．
00   ／ 日 で 調 整 槽 か ら 媚 環 し

た 。多 段 柵 に は 開 水 路 か ら の 越 流 水 を 　0 ，3〜 O ．7   ／ 日 の 流 鍛 で 連 続 的 に 流 入 さ せ 流 壁

3   ／ 日 で 循 環 し た 。

：1 ｝ 粘 果 ： 　   開 水 路 郎 の 冬 期 実 験 で は 、有 機 物 除 去 率 は T −TOC 容 積 負 荷 鼠 が 約 31 ．53g −

TOC ノ  ・日 以 上 で 約 S3 ．5％ と な り 夏 期 実 駿 の 有 機 物 の 除 去 寧 と 同 等 で あ る こ と が 判 か っ

た 。テ ィ ラ ビ ア 越 冬 用 施 設 内 の 水 温 を 15 ℃ 以 上 に 維 椿 す る こ と に よ り 、テ ィ ラ ピ ア を 越 冬

さ せ る こ と が で き た 。  多 段 檜 に 充 填 材 と し て サ ン ゴ 化 石 を 使 用 し た 今 回 の 実 験 で は 礫 を

充 墳 材 と し て 使 用 し た 前 回 の 実 験 よ り も ク レ ソ ン の 収 穫 黒 が 増 え る 事 を 認 め た 。
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